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周期構造を効率よく解析する手法の一つに周期境界条件(PBC)を適用した有限差分時間

領域(FDTD)法がある．また，金属のような分散性媒質を取り扱うための，周波数依存型

(FD)FDTD法も提案されている．我々は，PBCを適用した FD-FDTD法を用いて，表面プラ

ズモン(SP)を利用したデバイスを解析してきた．しかしながら，これまでの解析は，光波が

周期構造に対して垂直入射する場合に限られていた． 

本研究の目的は， 解析に用いるアルゴリズムを拡張し，光波が傾斜入射する場合を評価

することである．Belkhir et al.[1]も傾斜入射用のアルゴリズムを独自に開発しているが，分

散性媒質の取り扱いには Recursive Convolution (RC)法や，補助微分方程式(ADE)法を使用し

ている．他方，我々は分散性媒質の取り扱いに Piecewise Linear (PL) RC法を使用する．PLRC

法は RC法より高精度であり，また ADE法に比べ必要な計算メモリの少ない利点がある．

つまり，より精度よく効率的に分散性媒質を解析できる． 

提案する手法の妥当性を確認するために，図 1に示す金属グレーティング構造を解析す

る．透過率の波長特性を図 2に示す．θ = 0oではλ = 1.25, 1.63 µm付近で，θ = 5oではλ = 1.17, 

1.31, 1.48, 1.76 µm付近で，それぞれ透過率の極値が観察される．これは，極大値ではレイ

リーアノマリーが，極小値では SPが励起するためである．この計算結果は，文献[2]に示さ

れている実験結果とよく一致している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 金属グレーティング構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 透過率の波長特性 
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